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じごくってどんなところでしょう？ 

じごくにおとす人をえらぶのがえんまさま。どんなわる

いことをしてきたのかしらべ、うそをついた人のしたを

ぬきます。そんなえんまさまですが、じぶんにはいない 

おかあさんのことを、こいしがっていました。 

 

あめがしとしとふるひ。たらちゃんが、いえにかえると 

だれもいませんでした。すると、おしいれのすきまから 

ひものようなものがでていました。おかあさんのエプロ

ンのひもです。たらちゃんは、くすっとわらって、ひも

をぐいとひっぱると… 

ぼくは、とってもこわがりなの。あそこにも、ここにも、 

こわいものだらけ。 

でも、あんまりこわがりすぎると、とんでもないやつが 

やってくるんだ！  

むかし、うんとよくばりのおとこが、ひとりですんでい

た。おとこは、「よくはたらいて、めしをくわないにょう

ぼうがほしい。」といった。そこへあらわれたうつくしい

むすめ。めしはくわず、よくはたらいた。 

しかし、このむすめには、ひみつがあった… 


